
Ⅵ 地域活動の支援 

1 地域支援業務 

（１）地域保健福祉環境衛生関係職員等研修事業 

 多様化する住民ニーズや価値観、ライフスタイルの中で、保健・福祉・環境衛生という住民に密

着した身近な課題について、きめ細かく総合的なサービス提供していくためには、地域保健・医療

福祉・環境衛生を担うマンパワーの養成が重要です。 

 そのために、二次医療圏（丹南健康福祉センター管轄）ごとに研修を企画・実施し、地域特性に

対応した複合的で質の高いサービスを提供できるよう、保健・福祉・環境衛生関係職員の資質向上

を図ることを目的に開催しました。 

 

ア 企画検討委員会 

 研修に関して、実施計画の策定や評価についての検討を行うために、研修企画検討委員会を設置

し、会議を開催しました。 

 

表１ 企画検討委員会 

 日 時 検討内容 

企画検討委員会 

第 1回 平成 20年 7月 2日 
平成 19年度研修実施報告 

平成 20年度研修計画策定について 

第 2回 平成 21年 3月 18日 
平成 20年度研修事業実施報告及び評価 

平成 21年度研修事業計画策定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 一般研修 

 保健・福祉・環境の基礎および専門的知識の習得を目的として、研修を開催しました。研修の実

施状況は以下のとおりです。 

 

表３ 一般研修内容 

実施日・場所 内容 講師  
参加 
人数 

 

 

『異動・新任採用研修』  

 

1 講 義 

「公衆衛生とは」  

 

 

1 講 師  

丹南健康福祉センター 

医幹 武藤 眞  

 

 

 

平成 20年 8月 22日 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

（江庁舎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 講 義 

①「県健康福祉センターの業務 

（地域支援について）」  

②「市町の地域福祉活動について」  

③「市町の地域保健活動について」 

④「県健康福祉センターの保健福祉

業務について」 

⑤「市町の環境衛生業務について」 

⑥「県健康福祉センターの環境衛生

業務について」 

3 意見交換                    

 

2 講 師 

①丹南健康福祉センター 

地域支援室長 田中 正明  

②鯖江市福祉環境部 

社会福祉課参事 有馬 恵子氏 

③越前市福祉保健部 

健康増進課参事小玉 昭子 氏 

④丹南健康福祉センター 

福祉保健部長 玉木 晴美  

⑤越前市水道部 

下水道課長 野邊 寛幸 氏 

⑥丹南健康福祉センター 

環境衛生部長 濱崎 数幸  

 

県関係 10名 

市町   20名 

 

合計   30名 

平成 20年 11月 7日 

 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

（鯖江庁舎） 

『窓口対応研修』 

1 講 義 

「住民からの苦情をどう受け 

止め、対応し、解決するか」  

2 グループワーク 

講 師 

精神保健福祉士 

谷口 里美 氏 

県関係 12名 

市町   12名 

 

合計  24名 

平成 21年 2月 25日 

 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

（鯖江庁舎） 

『環境問題研修』 
 
講 義 

「私たちの身近な環境の今と 

これから･･･」  

 

  講 師 

福井大学産学官連携本部ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

技術士（環境部門） 

坪内 彰 氏 

 

県関係 12名 

市町   4名 

 

合計  16名 

 

 

 

 

 

 

 



ウ 実践研修 

 企画力・調整力の向上を図ることを目的として、実践的な研修を企画しました。研修の実施状況

は以下のとおりです。 

 

表４ 実践研修内容 

実施日・場所 内容 講師 
参加 
人数 

平成 20年 4月 17日 

 

丹南健康福祉ｾﾝﾀｰ 

（鯖江庁舎） 

『県・市町介護保険実務者研修会』 

講 義 

介護保険総論 

「予防重視型システムへの転換」 

介護保険各論 

「ケアマネジメントに基づくサービス」 

「地域包括支援センターとその役割」 

講 師 

丹南健康福祉センター 

地域支援室 田村久美江  

県関係  12名 

市町   11名 

 

合計   23名 

年
平成 20年 10月 26日 

1 
場

越前市福祉健康センター  
４ 

 『健康危機管理研修』  

１ 講 演 

「新型インフルエンザの現状と対策」  

２ 講 演 

「県の新型インフルエンザ対策」 

３ 講 演  

「危機対策とは何か」  

４ 意見交換 

１ 講 師 

丹南健康福祉センター 

医幹 武藤 眞  

２ 講 師 

県健康増進課 

企画主査 木村 文成  

３ 講 師 

県危機対策・防災課 

総括主任 坪川 利隆  

県関係  35名 

市町   65名 

消防   13名 

学校   25名 

その他  3名 

 

合計   141名 

 

（２）医師臨床研修・学生指導ｘ 

 

表１ 医師臨床研修                        平成 20年度 

病院名 研修期間 人数 病院名 研修期間 人数 

福井赤十字病院 

5/26～5/30 1 済生会病院 6/30～7/4 1 

6/23～6/27 1 

織田病院 

8/11～8/15 1 

8/11～8/15 1 10/27～10/31 1 

10/27～10/31 1 1/19～1/23 1 

12/8～12/12 1 

   
12/22～12/26 1 

2/2～2/6 1 

2/23～2/27 1 

 

 



表２ 医療・看護・管理栄養士等学生実習  

学校名 
平成20年度実績 

実習期間 実習場所 人数 

福井大学医学部 

医学科 

5/16～6/27 

（週1回 計7回） 
鯖江 

武生 
6人 

福井県立大学看護福祉学部 

看護学科 

4年生 4/21～4/25 
鯖江 

武生 
6人 

3 年生 9/29～10/3 
鯖江 

武生 
6人 

福井大学医学部 

看護学科 

4 年生 6/9～6/13 
鯖江 

武生 
4人 

4 年生 6/23～6/27 
鯖江 

武生 

 

4人 

3年生 11/17～11/21 

鯖江 

武生 

 

5人 

3 年生 12/1～12/5 

鯖江 

武生 

 

4人 

福井県立看護専門学校 3 年生 7/30～8/1 
鯖江 

武生 5人 

福井医療技術短期大学 看護

学科 
3 年生 9/5 

鯖江 

武生 8人 

福井市医師会 

看護専門学校 
2 年生 3/12 

鯖江 

15人 

仁愛女子短期大学 

生活科学学科食物栄養専攻 
2 年生 9/12～9/19 

鯖江 

武生 4人 

 

（３）児童生徒等の喫煙防止対策推進事業 

ア 目的 

 未成年者の喫煙対策は、極めて重要な問題であり、児童生徒等が喫煙しない環境づくりと児童生

徒の健康意識の向上にむけて関係機関が連携し、丹南地域における児童生徒等の喫煙防止対策を推

進することを目的とします。 

 

イ 内容 

  ① 児童生徒の喫煙防止教室への支援 

    学校と連携し、児童生徒を対象に喫煙防止についての講演および実験等を実施 

   ② 世界禁煙デー・禁煙週間の取り組み 

     街頭キャンペーンで禁煙週間の普及物を配布し、喫煙防止について啓発 

    食品衛生講習会で関係者に資料を配布し、受動喫煙防止について啓発 

    ③ 事業所に訪問し、禁煙対策を要請 

   ④ たばこ関係健康教育教材等の貸出 

 



２ 社会福祉施設等指導監査業務 

 （１）社会福祉施設等指導監査 

社会福祉施設・介護保険施設等の適切な運営の確保とサービスの質の向上を図るため、指導監査

を実施しています。 

 

表１ 社会福祉施設等の指導監査実施数                   平成 20年度 

施設 

種別 

介護保険施設 

介護保険事業所 
児童福祉施設 

障害福祉サービス事業所 

（障害者自立支援法） 

障害福祉施設 

（旧法施設） 

養護老人ホーム 

軽費老人ホーム 

実施数 166 34 18 3 3 

 

 

 


